
令和5年度 よりよい保育者養成を目指して 

～常葉大学と園・施設との協議会～ 
 

分科会２ 
「福祉施設で働くというライフデザイン」 

〜スキルマネジメントの観点から「養成校から施設へ」の連続性を考える〜 

【概要】 

 近年、福祉や教育（保育）の現場において、人権擁護のあり方が改めて問われています。その一方で、現

場における人材不足は、物理的にも心理的にも人々から余裕を奪います。このような中、専門的スキルが

未熟な学生においては、施設を利用する人々の権利をどのようにして守っていけばよいのかと葛藤し、進

路選択に悩む姿が見られます。 

そこで、今年度の分科会では、これらを解決する方策のひとつとして、養成校と施設が協働して取り組

めるスキルマネジメントについて協議したいと考えます。本学からは、どのような保育者像を目指して学生

指導に取り組んでいるのかをお話します。その後、児童養護施設と障害児（者）支援施設の方々から、実習

中や就職直後の学生の現状や課題について話題提供をいただきます。 

グループディスカッションでは、今求められる「保育者」としてのスキルについて、大学と施設のそれぞれ

でできること、連続性の中で高めていけることは何かについて、具体的に協議したいと考えています。 

ご参加の皆様とよりよい保育者養成とは何かを考え、その中で、参加した学生たちが保育者の社会的意

義を感じることのできる分科会にしたいと考えます。皆様のご参加をお待ちしております。 

【プログラム】 

時間 内容 

15：10～15：15 趣旨説明 

15：15～15：45 

常葉大学からの話題提供 

〇幼児教育支援センター 就職担当者 

   児童養護施設・障害児（者）施設への就職実績について 

〇短期大学部保育科 保育実習Ⅰ（施設）担当者 

   短大保育科における施設実習・就職支援の現状と課題について 

〇保育学部 保育実習Ⅰ（施設）担当者 

   保育学部における施設実習・就職支援の現状と課題について 

15：45～16：05 

各法人からの話題提供 

〇児童養護施設協議会より 

社会福祉法人和光会 児童養護施設「わこう」 施設長 徳田義盛氏 

〇社会福祉法人 輝望会 

  沼津のぞみの園 主任生活支援員 須崎智子氏 

16：05～16：30 
参加者によるグループディスカッション 

（学生を含めて５～６名のグループに分かれます） 

16：30～16：40 まとめ 

【担当者】 

常葉大学保育学部保育学科 ：准教授 赤塚 めぐみ、 准教授 山屋 春恵 

常葉大学短期大学部保育科 ：講師 馬飼野 陽美、 教授 鈴木 久美子、 講師 森岡 真樹 

 

 


